
 

 

      子どもの社会参画をすすめるための 「しまね版 おとなのとび箱」  
 

                                                 

 

 

 

 

                                 

 

子どもが考え、子どもが実行 

おとなは必要なサポートをする 

 

 

 一部の活動は子どもに任せる 

難しいものは子どもとおとなが 

一緒に考え、一緒に決定 

子どもの意見を聞いているが、おとなが 

決定権を持つ  

子どもの社会性を育てる場を提供 

内容はおとなが考え、おとなが決定権を持つ 

とび箱＝おとなの関わり方の度合い 

（上の段に行くほど、子どもの主体性がともなう社会参画になります。 

いまよりも、とび箱を一段でも上がることを目指しましょう） 

踏切板＝親子で参画するプログラム 

      （子どもたちが参画のはしごを登る前の３つのステップ） 

ステップ１～３を通じておとなは子どもとの関わり方を学ぶ 
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ステップ３ 

地域で 

あそぼっ！ 

（小学校低学年） 

ステップ２ 

つくって 

 あそぼっ！ 

（3歳～就学前） 

ステップ１ 

おそとで 

あそぼっ！ 

（0～3 歳） 


